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のなかで特に注目すべき色として黒と金が挙げられる。黒はマイナスイメージの色 り、自分自身を表 色 も いる。金は夢やお伽の世界を表す である。また 第二童謡集の終わりから第三童謡集にか
けては仏教の世界、死後の世界を表す色としても使われている。この二色には注目すべき変化がある。 一つの作品に黒と金が入っ ものは、第一童謡集にはなく、第二童謡集では四篇あるが、黒と金の世界は分けられている。しかし、第三童謡集では黒が金に変化したり、変化したという願望が書かれている。黒（自分を表す色）から金（死後の世界を表す色）への変化は死への希求ともいえるの ないだろうか。
みすゞの三冊の童謡集はだいたい書かれた順になっているようであ












青、白、黒、赤の五色が全五一二篇中唯一揃 て る作品となる。五色は浄土信仰の臨終時において特に重要 色となっている。
みすゞの暮らしていた山口県長門市仙崎には青海島があり、同島の大




うタイトルも仏教的である。という は、 「ひまわり」は「日輪草」も書き、 「日輪」は「阿弥陀仏」を表すからで 「阿弥陀仏」を「日輪」と表す例は『大日比西円寺資料集成〈往生伝之部〉 』と大日比三師の行
業記である『大日比三師傳』 （大日比三師講説発刊所、明治四五年二月）でも確認 き 。
みすゞの生活圏内の仙崎には青海島も含め、寺院が一一ある。そのう
ち浄土真宗が五寺院、浄土宗が四寺院あり、とても浄土信仰の厚い地域だといえる。また、西圓寺は世界で最初の日曜学校をはじめた寺院である。みすゞの居た時代 仙崎で 他の寺院も日曜学校をやっており、みすゞは西圓寺や他の寺院の日曜学校に参加していたと考えられる。したがって、浄土信仰に基づく教えや往生伝を聞く機会も っただろう。以上のような信仰環境も考慮すると 「
向ひまはり
日葵
」の五色の色彩表現と浄土
思想の結びつき 益々深まることになろう。
（大学院文学研究科国文学専攻修士課程）
